
4
市民の意見  NO.213　2026/2/1

２
０
２
５
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
参
政
党

が
「
日
本
人
を
豊
か
に
す
る
」
と
し
て
「
行
き
過

ぎ
た
外
国
人
受
け
入
れ
に
反
対
」
を
公
約
に
し
て

票
を
伸
ば
し
た
。
そ
れ
は
「
無
秩
序
な
外
国
人
受

け
入
れ
に
よ
る
国
民
生
活
へ
の
影
響
は
無
視
で
き

ま
せ
ん
。
参
政
党
は
、
日
本
が
日
本
人
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
国
家
と
し
て
の
基
本
構
造
を
守
る
た

め
、
外
国
人
政
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
提
案
し

ま
す
」（
参
議
院
選
挙
の
際
の
公
約
）
な
ど
右
派
勢
力

が
声
高
々
に
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
叫
び
掲

げ
、
票
を
増
や
し
勢
い
を
ま
し
た
。　

そ
う
し
た
勢
い
に
便
乗
し
た
の
か
、
同
年
９
月

22
日
、
自
民
党
総
裁
選
で
は
、
候
補
者
の
一
人
で

現
首
相
の
高
市
早
苗
衆
議
院
議
員
は
何
の
根
拠
も

な
く
「
奈
良
公
園
の
シ
カ
を
足
で
蹴
り
上
げ
る
外

国
人
観
光
客
が
い
る
と
か
、
外
国
人
は
逮
捕
さ
れ

て
も
通
訳
が
確
保
で
き
な
い
た
め
不
起
訴
に
な
る

と
、よ
く
聞
く
」「
外
国
人
と
の
関
係
を〈
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
﹀
で
考
え
る
」
と
発
言
し
た
（
朝
日
新
聞
25
年
10

月
5
日
）。

高
市
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で
「
一
部
の
外
国

人
に
よ
る
違
法
行
為
や
ル
ー
ル
か
ら
の
逸
脱
に
、

国
民
が
不
安
や
不
公
平
を
感
じ
て
い
る
状
況
が
生

じ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
」
と
の
べ
、
閣
僚
会

議
で
外
国
人
が
利
用
す
る
社
会
保
障
の
あ
り
方
、

留
学
生
や
外
国
人
学
校
へ
の
支
援
の
あ
り
方
、
日

本
国
籍
正
規
取
得
の
厳
格
化
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
指
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
日
本
維
新
の

会
と
の
連
立
合
意
書
に
基
づ
く
と
い
う
（
朝
日
新

聞
、
25
年
10
月
31
日
）。

高
市
政
権
は
「
排
外
主
義
」
に
基
づ
い
て
政
策

を
日
本
維
新
の
会
と
共
に
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
一
方
で
、
日
本
経
済
が
外
国
人
労
働
者
に

底
辺
の
低
賃
金
労
働
を
強
い
る
こ
と
で
動
い
て
い

る
こ
と
も
事
実
の
は
ず
だ
。
私
が
従
事
す
る
清
掃

業
で
い
え
ば
最
低
賃
金
で
の
雇
用
で
、
中
高
年
の

中
国
人
男
女
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
若
者
男
女
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
女
性
が
現
場
を
多
く
支
え
て
い
る
。
彼

ら
が
居
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
の
だ
。

毎
日
新
聞
（
1
月
19
日
）
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
働
く

外
国
人
は
11
万
人
。
ほ
と
ん
ど
が
留
学
生
で
出
入

国
在
留
管
理
局
に
「
資
格
外
活
動
」
の
許
可
を
得

て
就
労
し
て
お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
大
手
３
社
は
「
外

国
人
政
策
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
」
と
報
じ
て

い
る
。
そ
の
記
事
の
中
で
は
、
在
留
資
格
を
持
ち

将
来
コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
を
目
指
す
も
の
も
い
る

と
あ
っ
た
。
現
に
私
の
自
宅
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ

オ
ー
ナ
ー
は
ベ
ト
ナ
ム
人
で
あ
り
従
業
員
は
ベ
ト

ナ
ム
人
だ
。「
排
外
主
義
」
に
向
か
う
社
会
で
は

な
く
、「
共
生
」
の
社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

外
国
人
を
「
日
本
社
会
に
受
け
入
れ
る
」
と
い
う

立
場
で
は
な
く
「
共
に
日
本
社
会
を
作
り
だ
し
て

い
く
」
こ
と
が
「
共
生
」
だ
ろ
う
。

高
市
政
権
の
排
外
主
義
は
「
ス
パ
イ
防
止
法
の

制
定
」
な
ど
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
日
本
維
新
の
会
と
の
連
立
合
意
書
は
「
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、ス
パ
イ
防
止
関
連
法
制（
基
本
法
、

外
国
代
理
人
登
録
法
及
び
ロ
ビ
ー
活
動
公
開
法
な
ど
）
に

つ
い
て
25
年
に
委
検
討
を
開
始
し
速
や
か
に
法
案

を
策
定
し
成
立
さ
せ
る
」
と
い
う
。
25
年
11
月
13

日
参
議
院
予
算
委
員
会
で
高
市
首
相
は
「
日
本
社

会
の
安
定
を
乱
す
、
民
主
主
義
を
損
な
う
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
く
」（
朝
日
新

聞
25
年
11
月
30
日
）
と
発
言
。
こ
れ
ら
は
自
民
党
と

共
に
日
本
維
新
の
会
も
国
民
民
主
党
と
も
同
じ
政

策
だ
。

ま
さ
に
「
排
外
主
義
的
発
言
」
は
治
安
対
策
で

あ
り
市
民
的
な
自
由
な
活
動
を
制
限
し
抑
圧
し
て

い
く
た
め
の
手
法
な
の
だ
。

（
あ
り
ま
・
や
す
ひ
こ
／
本
誌
編
集
委
員
）
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